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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	田中令江

	大 会 名
	OPTIMIST WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2012

	開 催 地
	Boca Chica, DOMINICAN REPUBLIC

	大 会 期 間
	2012.7.15-26


	現地までの旅程
	7/13　成田　15：10　–　7/13　ﾆｭｰﾖｰｸJFK　14：59

7/13　JFK　21：15　–　7/14　01：39　ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞSDQ
7/26　SDQ 02:49　–　7/26　06：59　JFK

7/26　JFK　14：10　–　7/27　16：55　成田

	旅行代理店
	JTB

	渡航費用
	￥166290-/人　成田発　）

	エントリー料
	選手一人　550ドル、役員一人　600ドル

	一人当たりの宿泊費用
	サポーター　13泊　1170ドル
選手・役員はエントリー料に含む

	その他食料費
	飲料水、副食費など

外食費など


	チャーター料金
	ＯＰ艇　　大会期間中　○○日間　○○ドル/艇（　　円）

　　　　　　　早期料金　○○ドル / 艇 / 日（　　円）
コーチボート　大会期間　　○○日間　○○ドル（　　円） / 艇
　　　　　　　早期前料金　○○ドル / 艇 / 日（　　円）

	大会本部の対応
	少ない人数で上手にまわしていたと思う。公式掲示版は、新しいものが掲示されると「New」というパーツを張り、既存のものとの違いがわかるように工夫されていて、わかりやすかった。またメールボックスにも掲示されているものと同じものが入っており、助かった。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	特別なことはなく、大会の方針やレース全般のこと、本日のレースについての予定などの説明があった。ただ、ミーティングの時間が、変更になっても公示がされていなかった場合があり戸惑うことがあった。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	レースの成績に一喜一憂することなく、気持ちをリセットして次に向かえるような声かけをするように気をつけていた。特にワールドは期間の長い大会なので、気負いすぎず、また、最後まで諦めず、自分の走りができるように、いいところを思い出せるような会話ができるように、と考えていた。

	食事はどうでしたか
	ホテルの食事は、一般的なビュッフェで、食べやすいものが多かった。ランチボックスも海外レースとしてはいつもどおりの感じであった。水とスポドリは、ハーバー内のバースで充分な量を支給してもらえた。朝一番の配布が、選手のハーバー到着より随分遅い時間になり、その際には大変混雑した。

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。
	ハーバー、ホテル間は、バスでの移動であり、両方とも、始終警備員が巡回しているので、特に問題はなかった。しかし、その他の地域は、必ずしも安全とはいえないので、選手には出ないように注意し、また大人も外に出る場合は、昼間でも複数の人数で動くようにしていた。

	荷物に関して工夫したこと
	セールの運搬が問題であったが、国際線では成田―ニューヨーク、ニューヨークードミニカ共和国間のどちらもボイド管を無料のエクストラとして扱ってもらえ助かった。ただ、国内・伊丹―成田間では、航空会社の理解を得られず、有料となった。
また、ニューヨークでの乗り換え時の荷物のトラブルを懸念して、予備セールを手荷物として機内に持ち込みリスク軽減をはかった。

	日本との通信状況、手段
	インターネットについては、パソコンに加え、スマートフォンやiPad などの通信機器を多数の人々が持っている現状では、いくら大会やホテルが無線ランを用意してくれても、大変繋がりにくい状況ではあった。

	他国チームとの国際交流の実施
	前半はおとなしい感じではあったが、後半になるとなじんできたと思う。レースでは臆することなく、前に出ていけていたと思う。
また、複数回NTで海外遠征に来ている選手が、以前の大会で出会った選手との交流を持つことができたのはよかったと思う。

	持参してよかった食品、医療品等
	特になし

	次回参加者へアドバイス
	日本は、世界の中でも群を抜いて、安全で安心、便利な国であることを自覚して、どんな状況でも対応できる柔軟な気持ちをもって、大会に参加してほしいと思います。

	JODAへの要望
	

	その他
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
